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論 文 内 容 の 要 旨
　宮内晴加氏の博士申請論文は、8世紀、スペインで活躍した作曲家、アントニオ・ソレール（729-783）
の鍵盤ソナタの楽曲を実証的に分析し、その作曲手法は特徴であるフィギュレーションについて考察したも
のである。スペイン音楽史、バロックから古典派音楽史という時代、地域における音楽環境を充分に意識し
ながら、その楽曲分析に重点が置かれることになった。特にその作品の演奏技法および演奏史における位置
を確実にすることに寄与する論文である。
　論文の構成は、序、第１章ソレールのソナタの概観、第２章ソレールのソナタの基本情報、第３章ソレー
ルの鍵盤ソナタにみられるフィギュレーション、第４章ソレールの音楽の独自性とその歴史的位置、結と
なっている。この流れは、ソレールのソナタとは何か、現状の研究の基本的情報の提示に始まり、彼のソナ
タのフィギュレーションの特徴という中心的考察に展開し、その楽曲の歴史的位置についての論述に至るも
ので、氏の考察が自然かつ論理的に進行することも物語っていよう。
　8世紀のスペインは、国力としては衰退するが、芸術文化の面では華開いた。音楽の分野においては、宗
教音楽、世俗歌曲、室内楽曲、鍵盤音楽が中心となるが、演奏家、作曲家、音楽教師、理論家、楽器製作者
であったソレールは、鍵盤ソナタを44曲遺している。現在は、彼の自筆譜は存在せず、ソレール研究者ル
ビオの研究成果に基づくR（ルビオ番号）を付された番号の作品に大部分が集約されている。そのソナタに
は、彼に多大な影響を与えたドメニコ・スカルラッティ（685-757）との関係を考える必要性があること
が示されている。また、その作品を演奏するのには、チェンバロかフォルテ・ピアノかなど、使用楽器の問
題も存し、ソナタの演奏には62鍵以上の楽器が必要といったことを論じたのが第１章である。
　第２章では、ソナタは「鳴らす」という意味であり、ソレールのソナタは、鍵盤楽器の技術を習得するこ
とを目的とした技法が多様に配置されることに注目する。彼のソナタの大部分である単一楽章の鍵盤ソナタ
の構造の分析がその時重要となる。そこで、D. スカルラッティ研究者、R. カークパトリックのスカルラッ
ティのソナタの分析方法を準用し、ソレールの単一楽章のソナタを開始部、中心的部分、集結調性部分、回
遊部、再提示部と構造的に分類する。
　第３章は、本論文の中心的部分であり、ソレールの鍵盤ソナタの楽譜を用いて、彼の作曲技法の特徴を実
証的に解明したものである。「音階や分散和音などの音型を用いて、旋律や和声を装飾すること」と定義づ
けられるフィギュレーションを基に、各々のソナタ内に見られるソレールのソナタのフィギュレーションを
（１）同一音を一指が保持するフィギュレーション、（２）鋸歯状の進行、（３）刺繍音の入ったフィギュレー
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ション、（４）オクターヴ分散、（５）分散和音、（６）左右の手での分散、（７）順次進行、（９）同音反復
と区分した。このような演奏技法を用いた作品を次に分析し、A、B、Cおよび例外と分類する。その結果、
A. 大部分がフィギュレーションで構成されているソナタ（48曲）、B. フィギュレーションの部分とフィギュ
レーションがない部分があり、フィギュレーションの部分はまとまって見られるソナタ（2曲）、C. フィギュ
レーションがほとんど見られないソナタ（20曲）、例外（５曲）というまとまりを認めることとなった。
　第４章では、ソレールの音楽の独自性について論じる。前章で論考したソレールのフィギュレーションの
手法はどこから来たのかをまず問いかけている。例として、8世紀スペインの鍵盤ソナタを掲げるのは妥当
性を有していよう。ここで重要なのは、今までにも少し触れておいたが、イタリア人でスペインの宮廷で活
躍したドメニコ・スカルラッティである。「近代クラヴィーア奏法の父」スカルラッティの楽曲とソレール
のそれとを比較し、スカルラッティの楽曲における左右の手の反復などがソレールの作品にも見られるなど
の例を示しながら、両者の関係を分析する。ここでもフィギュレーションを基本に考察するが、スカルラッ
ティが楽曲後半において、新しい素材を導入するが、それに比べ、ソレールは前半部と同じ素材を用いた「経
済的」なものであることを指摘する。
　たしかに、ソレールの作品にもスカルラッティ・スタイルの作曲法から離れた、アルベルティ・バスを多
用したソナタや古典派のソナタ形式に近いソナタが見られ、ソレール自身も新しい時代の作曲法を取り入れ
ようしていることを本論文の著者は認めている。しかしながら、彼のソナタの大部分は、スカルラッティと
の音楽的関連を色濃く残したものであるとも論じる。このことは、新しい古典派に向かうスペインの音楽的
潮流の中にありながら、前時代のスカルラッティを模範とし、その作風を踏襲し、独自の道を歩んだ作曲家
ソレールであることを強調するのである。以上の考察より、その楽曲の特徴は、フィギュレーションであり、
彼の楽曲はフィギュレーションそのものであると言えると結論づけるのである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　その多くが単一楽章で書かれ、予想外の遠隔調への自由な転調など聞き手に驚きをもたらす作曲技法が豊
富に盛り込まれている8世紀スペインで活躍した作曲家、アントニオ・ソレール（729-783）のソナタに
ついては、F.M. キャロル、K.F. ハイメス、A. ディーゴなどの先行研究が知られるが、いずれもソナタの構
造の考察が主となり、それ以外の作曲技法について詳しく述べられた論文が見られないのが現状である。本
論は、彼の鍵盤ソナタの分析を中心に、フィギュレーションという作曲技法に注目して、その特徴を論じる
という点に新しさを感じさせる。
　自筆譜は存在せず、ソナタの写本を丹念に分析し、現存する44曲の鍵盤ソナタの音楽的価値と、その意
味を問うことが本論の目的である。ソレールのソナタ研究に関しては、彼の活躍期の少し前、イタリア人で
ありながら、スペインの宮廷で作曲家として名を成していたドメニコ・スカルラッティ（685-757）の鍵
盤ソナタについて考究することは不可欠であり、当然筆者もそこに注目している。
　スカルラッティのソナタに関しては、R. カークパトリック、ソレールのソナタに関しては E.S. ルビオの
校訂した楽譜に基づき、詳細に楽曲分析を行っているが、そのことは本研究の信頼度を高めることとなった。
筆者が、従来のソレールの楽曲に対し、従来の構造研究とは少し異なり、「音階や分散和音などの音型を用
いて、旋律や和音を装飾する」フィギュレーションという作曲技法を用いた分析研究を行ったことは、宮内
氏の音楽学的素質の高さを物語っていよう。
　第２章で、ソレールの単一楽章のソナタを構造的に分類し、第３章で、各々のソナタ内に見られるソナタ
のフィギュレーションを（１）〜（７）に区分し、A. 大部分がフィギュレーションで構成されているソナタ（48
曲）、B. フィギュレーションの部分とフィギュレーションがない部分があり、フィギュレーションの部分は
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まとまって見られるソナタ（2曲）、C. フィギュレーションがほとんど見られないソナタ（20曲）、例外（５
曲）と分類できたことは、ソレールの作曲技法を知る大きな意味を持つ結果を導くことになった。このよう
な分類の中での多様なフィギュレーションを認識することは、従来のソレールのソナタの構造研究を超えた
新しい研究成果として高く評価されよう。
　このフィギュレーションの分析研究は、スカルラッティのフィギュレーションとの比較研究において大き
な意味を有している。ソレールは以前より、スカルラッティの弟子であるのか否か、意見が分かれていたが、
両者のフィギュレーションを比較することによってソレールのソナタの大部分がスカルラッティのソナタと
音楽的関連を色濃く残したものであることが解明され、今回、ソレールがスカルラッティの音楽を模範とし、
受け継いでいる存在であることが明らかになった点も注目に値する。
　第４章において、この両者のソナタの作曲技法の中に、スペインの鍵盤音楽の流れがより明瞭に見ること
ができたという考察が、この楽曲分析を中心とした本研究で成されたことも特筆される。
　以上、本論文は、フィギュレーションという作曲技法に基本に詳細な楽譜分析により、8世紀スペイン音
楽、特に鍵盤ソナタの特筆を、スカルラッティからソレールの楽曲の中に見出し、歴史的な位置づけを行っ
たことにより、重要な考察となった。
　なお、公開審査会において、スペイン音楽の歴史であれば6世紀あたりから考える必要もあるのではない
か、地域的に他のヨーロッパ、たとえばイタリアとの比較などがあればよかったのではないかなどの指摘も
あった。この点は今後、宮内氏がさらに研究を深化させていくべき問題ではあろう。それは将来への期待に
もつながっている。
　しかしながら、これらの問題点を勘案しても、本論文は博士論文としての条件を充分に満たしている。本
論文審査委員３名は、論文の審査ならびに206年２月3日に実施した論文発表と審査会での口頭試問の結果
により、宮内晴加氏が博士（芸術学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告する。
